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これを書いておりますのが、11月 4 日。三笠宮殿下の斂葬（れんそう）の儀。先帝様の末弟 

にあらせられ、100 歳で薨去という事で、ある意味本当に昭和が遠くなったという感じです。 

 

さて今回は、すでに 10年以上前に、補綴歯科学会の国際セッションの口演発表で、咬合にお 

けるボツリヌス治療が紹介されていたというお話です。術式セミナーにつきましては、下記をご 

覧くださいませ。 
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【第 108回日本補綴歯科学会 抄録より】 

咬筋の痛み/機能障害に対するボツリヌス毒素の効果（国立台湾大学病院ほか） 

 

【バックグラウンド】 

顎関節機能障害は、多くの場合、最も頻繁に自発的な原発性頭痛である緊張型頭痛など 

の頭痛の症状を伴います。咬筋の痛みは、一般的にこのグループ属すると報告されていま 

す。 

今回の研究の目的は、顎関節機能障害および緊張型頭痛を有する患者における咬筋の疼 

痛を処置するための筋肉内 A型ボツリヌス毒素の注射の効果を評価することでした。 

 

【研究方法】 

顎関節機能障害と緊張型頭痛に関連する咬筋痛と診断された 19歳から 48歳の男女の 42 

名。A型ボツリヌス毒素（ボトックス、アラガン）の 21 Uを筋肉内注射。痛みの強さは、 

VASとＶNRSを用いて評価。得られたデータを統計解析。 

 

【結果】 

治療後、左右側頭部の痛みの減少を含む、関連痛の減少、鎮痛薬の摂取量の減少、VASと 

VNRSの減少を示した。 

 

【結論】 

筋肉内 A型ボツリヌス毒素の注射は顎関節機能障害と緊張型頭痛の患者における咬筋の痛 
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みの治療の効率的な方法と考えられる。 

 

http://scw.asahi-u.ac.jp/~ayrtonsn/108HOTETSUHP/2-1.htm 
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Ｑ．ボトックスは「菌」ですか？それとも「毒」ですか？ 

Ａ．菌でも毒でもありません。筋の過緊張を緩和させる「医薬品」です。 

 

年度内のセミナー日程ができました。 

－口腔機能の維持改善と増収に直結するセカンドオピニオン－ セミナー日程のお知らせ。 

 

【歯科ボツリヌス療法・口腔ヒアルロン酸治療（美容セミナーではありません）】 

 

咬合&ヘルスプロモーションの専門家として知っておきたい 

＊咀嚼・嚥下・口腔機能の維持改善のための口腔ヒアルロン酸治療 

＊咬合力適正化コントロール（顎運動制御）のための歯科ボツリヌス治療 

という位置づけで解説・実技講習を致しております。 

http://jcd.jp/from%20oraltougou/BHpanf.pdf 
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＊チェアサイドから訪問診療まで使えるテクニック 

＊最短 3 分、グローブしたままでも施術 OK 

 

【咀嚼筋・唾液線・顎関節マッサージ実践講座】 セミナー日程のお知らせ。 

 

☆11月・12 月（東京）は満席です。 

 

・スプリントの印象採得が楽になった。 

・咬合採得時の顎位の安定が取りやすくなった。 

・顎関節症や口腔乾燥症の患者さんへの対応の選択肢が増えた。 

・リコールのモチベーションアップにつながった。 

 

などなど、実践に役立ったご感想が寄せられている講座です。 

１テーブル２チェア限定の寺子屋形式のマンツーマン指導により、 翌日から実践できる 
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ように習得していただくことができます。  

 

また、セミナー特典として、解説 DVDもついていますので、いつでも解剖学的構造とリン 

クした術式を復習して確認 することが可能です(^_^.)  

 

http://jcd.jp/from%20oraltougou/estheseminer.html 
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【ホワイトニング新患倍増システムのご案内】 

 ホワイトニングの新患の伸びに悩んでおられる先生方が非常に多いです。 

・最新のやり方を導入したのにやってくれない。 

・キャンペーン価格を設定してもその場限りで続かない。 

 

 実は、ホワイトニングの位置づけに大きな問題があります。まず、価格。どんなに最新 

の方法や薬剤を使っても、患者数が伸びない最大の理由は「高い」からです。 

 

 では、価格を下げるにはどうするのか？その方法は 1 つしかありません。ホームであれオ 

フィスであれ、１回のコストをワンコイン 500円以下に抑えない限り、価格破壊は無理です。 

 

 で、価格破壊したら儲けが少なくなるのでは？？？と考えてしまうところから、まず思 

考の OSを再インストールする必要があります。ここから先は、ホワイトニングをメンテナ 

ンスのシステムに組み込むのです。 

 

 弊協会の「唾液腺・咀嚼筋マッサージ」セミナーでは、特典講座として、このカラクリ 

をお教えしています。また、訪問セミナーによるホワイトニングシステムの再インストー 

ルにより、まずは月に 1人だったホワイトニング新患を、週に 1人を中間目標にし、最終的 

には、週に 2～3人の新患を達成させます。結果、増収につなげます。 

 

 ただしこの方法には弱点があります。それは「メンテナンスも含め、自由診療をメイン 

に行っているクリニックでは導入しにくい」ということです。 

 

 逆に、「保険患者 8割以上」のクリニックの方が、導入しやすいということです。ぜひ受 

講してみてください。 
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【新盤 DVD発売のお知らせ】←全症例実演デモ映像付 

 

・統合歯科治療実践マニュアル第 1 巻～第 4巻 

⇒咀嚼・口腔機能の維持改善のための口腔ヒアルロン酸治療 

⇒咬合力適正化・顎運動制御のための歯科ボツリヌス治療 

⇒栄養学・生化学いらずの歯科栄養サポート外来導入法 

⇒統合歯科治療を行う際に知っておきたい制度面の問題 

（これには、特典内容として、クレーム対策 10か条とアンガーマネジメントが入っており 

ます） 

 

＊詳しくは、弊協会 HPをご覧くださいませ。また、各巻のプロモーション映像をご覧いた 

だくことができます。併せまして HPをご参照くださいませ。 

 

【咀嚼筋・唾液腺マッサージマニュアル】も DVD 化が完成しました。 

セミナー内容をそのまま DVD にて学ぶことができます。 

いずれもご購入は上記 HPにて承っております。 
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メルマガのバックナンバーは下記のサイトからダウンロードできます。 

http://jcd.jp/from%20oraltougou/merumagaback.html 

┌─┬─┬----------------------------------------------------------- 

│編│集│そろそろ暖房器具の出番になって参りました。 

├─┼─┤10年以上前の補綴学会ですから、会場の先生方も、はじめての知見に 

│後│記│なった方も多かったのではないかと思います。 

└─┴─┘国際的には、多くの論文が今でも出されています。 

○●○●■□■□101-0052 

●○●○■□■□東京都千代田区神田小川町 3_10Sビル駿河台 3F 

○●○●■□■□一般社団法人日本美容歯科医療協会 

●○●○■□■□03-5843-3615 
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